
実施日： 2025年11月9日 時間： 9:20～12:00 会場： みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ・多目的室

No 発表時間
（分） 分類 提案者

15 簡単工作
北2

池田信哉

部品名 材料 仕様 入手先 材料費 数量 備考

　　時間 完成度（体験塾の
場合・５段階）

備考・参考書等

真円2つの中心を適度に離し直交させたものは筒のように転がり続け、ツーサイクルローラーとかオロイド
と称しネットで検索すると各国でいろいろな素材でつくられ発表されている。転がり続ける理由はいかなる
姿勢でも重心高さが変わらないから。等高重心立体とも称す。
互いの中心離隔は2つの姿勢状態での中心離隔ｘとそれぞれの重心高さｈを未知数とする式で表し、連立さ
せれば解ける。真円同士では等高重心が叶う離隔は一つだが、楕円同士とすれば楕円の扁平率に応じ無数の
ものができる。未知数は、中心離隔ｘ、重心高さｈと変わらないが、扁平率aを変数とする式を導かなけれ
ばならない。答えはa=√(-2(t^2-1)/(t^4-2t^3-4t^2+2t+3)) 4次式となったが、なんと因数分解ができ、a=
√(-2/(t+1)(t-3)) とすっきりした形になった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この
ような2つの円/楕円の組み合わせ以外にもいろいろな等高重心立体が発表されている。正多角形の回転体を
2つに切り分け捩じって繋げなおしたものや正多面体に円盤をつけなものもある。それらはスフェリコンと
称されているようだ。しかし、簡単工作とはいかなかった。

主な材料
（削除可）

必要な工具等
（削除可）

体験塾等を想定
した所要時間

アイテム交換会エントリーシート

タイトルまたはアイテム名 概　要

針金ツーサイクルローラー
表記ローラを針金で簡単に作る方法を考案した。あわせて、同様
な仕組みのローラーを考案。楕円を交差する場合の数値解析は4
次の因数分解ができ数学的にも魅力的。

詳細説明
（別紙も可）
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